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平成２６年８月２５日 

湖風会「工学部学友会」 

記録：藤浪市郎 

第１７回（平成２６年８月）「工学部学友会」理事会の記録 

 蝉の鳴き声もいつしかつくつく法師に替わり 8 月も終わろうとしている。今年の 8 月は台風 12 号

に続いて 11 号の襲来に止まらず、各地に記録的な集中豪雨が続き大きな浸水・土砂災害に見舞われ

た。つい先日は広島の安佐南・北地区での土石流、土砂崩れで 80 余名もの死者・行方不明者が出で、

今も懸命の捜索が続けられている。 

災害軽減のために行政が、また住民が、何が出来るのか、何をすべきか真剣に考えるべきであろう。 

想定外という言い訳だけでは何も始まらない。 

 

（１）日 時 ：平成２６年８月２４日（日）１４：００～１７：００ 

 （２）場 所 ：ザ・草津タワー 会議室 

 （３）出席者 ：立入会長、国領・林(正)副会長、安田特別理事、松下代表理事、藤田・内片・谷川 

長谷・若林・平野・藤浪各理事、（敬称略） 

 （４）議事内容 （司会；平野理事） 

配布資料：第 17 回｢工学部学友会｣理事会開催案内及び議題 

         平成 26 年度｢工学部学友会｣活動計画・実績（2014/8/23） 

  １、立入会長の挨拶（要旨） 

日曜日のお忙しい所お集まりいただきありがとうございます。 

8 月に入ってから台風 12・11 号が、又各地で集中豪雨が襲来し広島では大変な被害が出てい 

ます。先日山関連の会合が有りましたが、短大農業部出身の甲賀市長の中嶋さんが、砂防ダム  

があればあれほどの被害は出なかったはずで、滋賀県もそれを教訓として危険個所の点検をす

べきと話しておられました。8 月は記録的な降雨量となっていますが皆さんのところは大丈夫

でしたでしょうか。 

また、先般片岡製作所の片岡社長にお会いする機会がありましたが、県大があのようなことを 

やっておられるのを知ってびっくりした。県大 OB の能勢君も非常に刺激を受けているとのこ 

と、皆さんに宜しくお伝え下さいとおっしゃっていました。 

それでは本日は宜しくお願いします。 

＜討議事項＞ 

  ２、「工学部学友会」の事業内容（活動方針）について 

   ① 会員と湖風会及び県大工学部との連携について･･･＜連携推進ﾁｰﾑ＞松下ﾘｰﾀﾞｰ 

   ａ） 湖風会関連報告 

8 月 9 日（土）第 3 回役員会開催、若林理事が代理出席。 

 台風の影響もあって出席者が 10 名（内 3 名遅参）と少なかった。 

1） H27 年 6 月 6 日に県大開学 20 周年を迎える。大学で記念事業実行委員会が組織され 

検討されている。湖風会から 2 名が実行委員として参画している。 

記念事業の内容は、記念式典・記念講演・記念誌の発行及び、湖風夏祭の併催が考え 

られているが、具体的で詳細な計画及び、その為の資金調達方法も今後検討される。 

 2） 安田特別理事（大学の実行委員でもある）から、県大工学部としても 20 周年記念行事 

開催を考えている。内容は Open Laboratory、Home Coming Party である。具体的に 

実行することになれば、｢工学部学友会｣の支援協力をお願いしたいとのことであった。 
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  ② 名簿管理について・・・＜名簿管理ﾁｰﾑ＞国領ﾘｰﾀﾞｰ 

      名簿管理ﾁｰﾑの課題は、県大卒のクラスの学年幹事の選任拡充がある。 

      また、今回の第二回総会で学年幹事からクラス員への働きかけが十分でない、また、され 

ていないクラスがみられこれの対応も次のテーマになる。 

次回名簿管理ﾁｰﾑの打合せを 9 月 11 日（木）13：00～ 湖風会館で開催する。 

③ 「工学部学友会」ＨＰについて・・・＜ＨＰ維持ﾁｰﾑ＞山添ﾘｰﾀﾞｰ 

  山添ﾘｰﾀﾞｰ欠席のため報告省略 

④ 県大工学部の活動支援について・・・＜活動支援ﾁｰﾑ＞立入ﾘｰﾀﾞ 

 ａ）7 月 10 日に(株)片岡製作所（京都）を会社訪問した。参加者 66 名。 

   多人数を段取り良く受け入れて頂き有意義な見学ができた。 

   県大学生の感想文を片岡製作所様へ送付している。 

   詳細は、｢工学部学友会｣HP（会社訪問―片岡製作所）参照ください。 

   来年度の会社訪問は(株)麗光にお願いする予定である。 

 ｂ）2015 年 2 月 18～19 日に京都ビジネス交流フェア―2015 が開催される予定である。 

   京都産業 21 の連携推進部の方と廣川工学部長を 9 月 11 日午前中に表敬訪問する予定で

ある。 

⑤ 同好会活動について・・・各世話役 

ａ）ゴルフ同好会・・・立入世話役 

  11 月 15 日（土）オレンジシガ CC で開催を予定です。近日中に案内する、また HP に 

も開催案内の掲載を依頼する。 

ｂ）ウォーキング＆小旅行・・・国領世話役 

   10 月 4 日（土）に、亀岡からトロッコ列車で嵯峨野に出て、嵐山で食事（京料理 庵珠 

にて）をするコースで行う。現状の参加予定者 24 名。 

   山陰線馬堀駅に 10：10 に集合とし、会費は 7,000 円の予定。 

   9 月 2 日に下見に行く、その折トロッコ列車の予約をしておく。 

ｃ）フォト同好会・・・山添世話役 

  ウォーキング＆小旅行の行事（トロッコ列車）と合同で撮影会を開催する。 

  山添世話役が欠席のため撮影ポイントは聞けていないが、大河内山荘はどうかという意 

見があった。 

ｄ）カラオケ愛好会 

  12 月 21 日の定例理事会後の開催を予定している。 

 ｅ）テニスの集い・・・林世話役 

10 月 25 日（土）～26 日（日）に県大テニスコートで開催を計画している。 

9 月 13 日最終打合せを県大で行う。 

今回は食事会を学生がコンパをするような会場で行う予定にしている  

  ３、その他 

    ① 田頭元顧問ご逝去について 

      彦機会の立ち上げ、湖風会の設立、及び、｢工学部学友会｣への発展的以降に多大なご尽力 

を頂いた田頭元顧問が、6 月 13 日にご逝去されました。訃報に接したのが事後であったの 

で学友会から追悼のお花をお供えし哀悼の意を表した。 

        ② ｢工学部学友会｣の活性化について 

      1 時間弱時間が有ったので、学友会活動の充実化（活性）についてフリートーキングをした。 

      以下出された意見を記す。 

     ａ）やはり基本はクラス会の継続的な開催にある。その為にはクラス員に熱心に呼びかけて 
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       開催に結び付けるキーマンの存在が不可欠である。 

        また、そういう方に学年幹事になって頂き、クラス会内だけでなく、学年幹事からクラ

ス員に「工学部学友会」との繋がりを意識して強化してもらうことが大切ではないか。 

       また、学年幹事の方に学友会が啓蒙していく必要もあるし、そういう行動がして頂ける

人を学年幹事になって頂くことも必要だと思う。 

     ｂ）今回の総会へ出席して頂いた学年幹事を見てみると 60 歳以上とそれ以下で歴然と差が

ある。 

 

 

 次回、第１８回理事会開催予定  

           日 時；平成 2６年 10 月１９日（日）１０：00～ 

           場 所；パナソニックリゾート大阪 会議室 

           議 題；別途案内します  

以上。 


